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ふれあいふれあい119119 防
ぼうさい

災 守
まもる

くん

北上地区消防組合
消防長　及川　　諭

　

消
防
の
業
務
は
個
人
と
し
て
で

は
な
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
す
る
こ

と
が
多
い
。

　

こ
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ

く
し
て
業
務
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

十
分
な
安
全
管
理
を
し
た
う
え

で
、
明
る
く
・
元
気
よ
く
・
楽
し

く
仕
事
を
し
て
欲
し
い
。「
我
々

を
待
っ
て
い
る
住
民
の
た
め
に
」

職
員
が
一
丸
と
な
れ
ば
、
結
果
と

し
て
い
い
仕
事
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

　

一
方
で
は
、
消
防
団
員
・
婦
人

消
防
協
力
隊
・
自
主
防
災
組
織
・

地
域
住
民
と
一
体
と
な
り
、
地
域

の
防
災
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

消
防
長
の
モ
ッ
ト
ー

安全功労者内閣総理大臣表彰
「地道な消防活動が評価され」北上市婦人消防協力隊連絡協議会（会長 千田トミ子、右
から二人目）が、平成21年７月１日 総理大臣官邸において、平成21年安全功労者内
閣総理大臣表彰を受賞したものです。

秋の火災予防運動秋の火災予防運動 11月９日～11月15日
消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子

北上地区消防組合ホームぺージ・http://www.firedp.kitakami.iwate.jp
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寝
室
や
寝
室
に
い
た
る
階

段
に
、
煙
を
感
知
す
る
も
の

を
取
り
付
け
ま
す
。

　

台
所
で
は
、
料
理
の
と
き

に
蒸
気
や
煙
が
出
や
す
い
の

で
、
煙
感
知
で
は
な
く
熱
を

感
知
す
る
も
の
が
適
し
て
い

ま
す
。（
北
上
地
区
で
は
、

寝
室
と
階
段
以
外
は
任
意
）

　
ア
パ
ー
ト
で
も
同
じ
で
す
。

　

入
居
者
と
大
家
さ
ん
と
で
相
談
し
、
警
報
器
の

設
置
を
進
め
て
下
さ
い
。

 

多
機
能
警
報
器

　

つ
ぎ
の
よ
う
な
機
能
を
も
た
せ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。

◆
連
動
機
能

　

住
宅
内
の
警
報
器
を
有
線
ま
た
は
無
線
に

よ
っ
て
連
動
さ
せ
て
、
住
宅
内
の
す
べ
て
の
警

報
器
か
ら
警
報
を
発
し
ま
す
。

◆
補
助
警
報
機
能

　

よ
り
大
き
な
音
が
出
せ
る
ベ
ル
や
耳
の
不
自

由
な
方
の
た
め
、
音
声
に
加
え
ス
ト
ロ
ボ
発
光

な
ど
光
に
よ
る
警
報
な
ど
を
加
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

◆
複
合
警
報
機
能

　

火
災
の
熱
や
煙
の
ほ
か
、ガ
ス
漏
れ
の
検
知
、

Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化
炭
素
）
検
知
な
ど
が
で
き
ま
す
。

 
購
入
と
取
り
付
け

　

電
池
式
で
火
災
感
知
の
み
の
も
の
や
、
無
線
連

動
型
は
消
防
用
設
備
専
門
店
、
家
電
販
売
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
ご
自

身
で
取
り
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

補
助
警
報
機
能
や
複
合
警
報
機
能
を
も
つ
も
の

は
、
消
防
用
設
備
業
者
、
電
気
工
事
施
工
業
者
ま

た
は
ガ
ス
事
業
者
に
工
事
を
依
頼
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

古
く
な
っ
た
消
火
器
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

付
い
て
い
ま
す
か
？

付
い
て
い
ま
す
か
？

いのちを守る警報器
早めに取り付けましょう。

取り付け場所の例

問
い
合
わ
せ
・
相
談
は
、
消
防
署
ま
た
は
こ
ち
ら
ま
で

　

北
上
地
区
電
機
商
業
組
合 

六
五
―
二
〇
四
六

　

岩
手
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
北
上
支
部

 

六
四
―
四
三
九
八

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
が
破
裂
し
て
ケ
ガ
を
す
る

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
よ
う
に
古
く
な
っ
た
消
火
器
は
、
あ
ぶ

な
い
の
で
す
ぐ
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
消
火
器
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
は
出
せ

ま
せ
ん
。
消
火
器
販
売
店
や
廃
棄
物
処
理
業
者
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。（
千
円
程
度
の

処
分
料
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
販
売
店
の
中
に

は
、
新
品
購
入
の
場
合
、
古
い
消
火
器
を
無
料
で

引
き
取
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。）
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全
国
で
毎
年
、
台
風
、
梅
雨
前
線
な
ど
に
よ
る

集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
北
上
市
で
も
一
昨
年
の
九
月
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
家
屋
の
床
上
浸
水
等
の
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
水
害
を
未
然
に
防
止
し
、
被
害

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
七
月
二
十
六
日

（
日
）、
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
て
水
防
演
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

北
上
市
と
西
和
賀
町
の
消
防
団
員
や
、
地
元
自

主
防
災
組
織
な
ど
か
ら
多
数
参
加
し
、
水
防
工
法

や
応
急
給
食
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
月
十
三
日
（
日
）、
北
上
総
合
運
動
競
技
場

に
て
消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
を
行
い
ま
し
た
。

放
水
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
、
当

日
は
約
３
０
０
０
人
の
来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
の
様
子
を
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

　

消
防
団
員
が
土
の
う
を
積
ん
で
、
月
の
輪
工
法

を
実
施
。（
上
部　

写
真
）　

月
の
輪
工
法
と
は
、

堤
防
の
漏
水
個
所
の
周
囲
に
土
の
う
を
積
み
決
壊

を
防
ぐ
工
法
。（
下
部　

写
真
）

北
上
川
上
流
水
防
演
習

消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

一日消防署長を体験した専修大学北
上高等学校の女生徒２名です。防火衣を着て放水体験

ロープ渡り体験怖かったかな・・

防護服を着装し化学災害対応訓練

医師なども参加した多数傷病者処置訓練

心肺蘇生法を覚えよう

はしご車搭乗体験　ドキドキだぁ

防災ヘリ「ひめかみ」の展示

パパと一緒にポンプ車乗車体験

ミストドラゴン　かっこいい！

－   3   －



　

限
ら
れ
た
台
数
し
か
な
い
救
急
車
を
緊

急
性
が
な
い
の
に
要
請
す
る
と
、
一
分
一
秒

を
争
う
生
命
の
危
険
が
あ
る
病
人
、
け
が

人
の
方
々
へ
の
対
応
が
遅
く
な
り
支
障
が

出
か
ね
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
北
上
消

防
本
部
で
は
適
正
な
救
急
車
の
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

出
動
要
請
の
中
に
は
、
か
す
り
傷
程
度

で
呼
ん
だ
り
、
急
を
要
す
る
病
気
で
は
な

い
が
、「
病
院
で
待
た
ず
に
早
く
診
て
も

ら
え
る
か
ら
呼
ぶ
」
な
ど
の
安
易
な
要
請

の
増
加
が
目
立
ち
、
出
動
要
請
全
体
の
中

で
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
使
い
方
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

・
救
急
車
は
無
料
だ
か
ら
。

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
。

・
通
院
、
入
院
予
定
だ
っ
た
。

・
夜
間
、
休
日
の
診
療
時
間
外
だ
っ
た
。

・
ご
家
族
の
方
が
お
酒
を
飲
ん
で
し
ま
い

自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い
。

な
ど
は
誤
っ
た
救
急
車
の
利
用
で
す
。

　

し
か
し
事
故
や
病
気
で
救
急
車
以
外
に

搬
送
す
る
手
段
が
な
く
、
症
状
か
ら
み
て

緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　

心
臓
停
止
で
は
三
分
間
放
置
さ
れ
る

と
死
亡
率
が
約
五
十
％
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
緊
急
事
態
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
し
な
け

れ
ば
、
死
亡
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
ま
た
、
応
急
手
当
に
よ
る

生
存
率
の
向
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
救
急
車
到
着
ま
で
に
、
周
り

の
人
が
適
切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

定
期
救
命
講
習
に
つ
い
て
は
毎
月
第
二

日
曜
日
午
前
九
時
か
ら
北
上
消
防
署
に
て

無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時

に
備
え
、
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

◆
輪
番
病
院
や
、
夜
間
輪
番
病
院
な
ど
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

  （
24
時
間
対
応
）

　

北
上
消
防
署　

通
信
指
令
室

　

〇
一
九
七
―
六
四
―
一
一
二
二

　

１
１
９
番
通
報
時
、
早
急
に
応
急
手
当
が
必
要
な
場
合
は
救
急

隊
到
着
ま
で
の
間
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
や
け
ど
、
止
血
法
な
ど
の
応
急
手
当
に
つ
い

て
、
ケ
ガ
人
、
家
族
ま
た
は
通
報
者
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
、本
当
に
必
要
で
す
か
？

 
救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い

指
令
室
で
は
１
１
９
番
通
報
時
、応
急
手
当
な
ど
の

 

口
頭
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

 

応
急
手
当
を
行
う
場
合

①　

救
急
車
は
出
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
て
ず
、

落
ち
着
い
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
話
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

②　

応
急
手
当
は
身
の
回
り
に
あ
る
物
を
使
っ
て
手

当
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③　

周
囲
に
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
を
や
る
こ
と
が
命
を
救
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
二
日

発
行
・
北
上
地
区
消
防
組
合

編
集
・
消
防
本
部
広
報
編
集
委
員
会

〒
〇
二
四
―
〇
〇
八
三　

北
上
市
柳
原
町
二
丁
目
三
番
六
号

電　
　

   

話 

〇
一
九
七
―
六
四
―
一
一
二
二

災
害
情
報
案
内 

〇
一
九
七
―
六
五
―
五
一
一
九

応急手当を行うあなたの勇気が
ケガ人・病人を救う第一歩です。
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